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日本産シダ植物の分布の類型化と特徴*

佐藤幸Ij幸・詔井 昭

(低 J品科学研究所)

(1昭和 52年 11月受理〉

1.緒 官・

日

日本は北緯約 24
0

から 45.5
C

にわたり南北約 3，000km の長さをもち，中央部は標高 2，000~

3，000 m の山脈が連なる弧状列島である 1)。降水量は年間約 1，000~4 ，000mm，年平均気温は，

6~22CC とかなりの 11屈が見られる叱 植物相は南は熱帯性植物めから北は亜寒帯性植物4，5)に至

るまで極めて変化に富み6，へ椴物の種類も豊かで8-21) 日本列島の成立に伴った地史的要素の

複雑さが植物相にも反映している 1，2へ その中で日本のシダ植物に関しては， 古くから多くの

愛好家，専門家によって採集，研究が続けられ，記載及び系統分類学の立場からの研究17，20，23)

では，他の植物の研究によヒベ，かなり整理されている分野といえよう。 現在日本では約600

種3，17，20，23) (研究者によっては 800~1 ，000 種戸4 ， 25) のシダ植物が知られている。

個々の種のもつ生活域の広がりは，それぞれの種の形態及び生長過程が異なる払m と同様

に種の環境に対する許容度及び選択性によってかなり異なるが，日本全体についてシダ植物を

ながめてみると分布様式がかなり類型化できる。一般に媛帯性，i昆帯性シダなどという言葉が

用いられているが，それらの分布域がどこをまた何を基準にしているのか必ずしも明らかでな

く，また従来の細胞学的28)，生態学的29)及び分類学的30-33)研究の中で， ある特定の種，属，

科においては正確な分布図が報告されているが， 日本の約600種のシタ

類型化がなされた併3剖4，3ぷ訓3お35)幻)は殆んど知られていない現状でで、ある O

本論文ではシ夕、植物の環境適応，とりわけ温度適応の生態学的研究を行う第一歩として，

日本産シダ、植物 594種の分布域，とくにそれらの北限を主体として類型化を試み，あわせて緯

度の高まりにともなう種類数の変化を調べた。

H. 材料及び方法

京都大学理学部植物標本室の標本に基づいて，Pteris， Plagiogyria， Dryopteris， Arach-

nz・odes，Adiantum， A1atteucciaの分布図を作成した。さらに Lycoρodium，Selaginella， Equi-

setumは日本の主な大学標本庫，国立博物館標本室の標本に基づく資不ド6)から分布図を描い

た。他のほとんどの種は，植物誌3，2o，3742L 論文28-34，53-110) 図鑑及び図説11，12，15)に示されてい

る分布域のうち採集地が明記されている資料に準拠し上記の属に含まれる種は，両者を加味

* 北海道大学低iHil科学研究所業績 第 1878号

低温科学生物篇第 35輯昭和 52年
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してまとめた。次に各々の種の分布域の北限をむすんでなめ

らかな曲線であらわし各々の曲線が重なるか近接した地域

に大まかな限界線(第 1図;I~X) を描く。その結果 30 種類

以上が北限となっている地帯を示すことになる。

小笠原諸島は，固有種が多いため，特別な限界を設けた

(第 1図;XI)。

種類数は 594穏を扱い，変種，亜種，品種の分布域は母

積の分布域に加えた。 形態学的知見17，20，比25)によって中間型

及び雑種とされているものについては省略した。便宜的に本

論文では， 北海道北東部まで広がっている種(例;シシガシ

ラ)は日本に北限をもたない種(第1図I以北にも分布して

いる種)と同様に整理した。隔離分布するもの(例;カラブ

トメンマ，ヤツガタケシノブ，タカネシダ，イナイノデ，ナ

ガ→Fキシダモドキ，トヨグチウラボシラウロコノキシノブ)(工

他のある程度連続分布している種と同様に扱い， 594種に含

めて南限及び北限を示した(第 1表)。

第1表 日本産シタ植物の種数と分ギIiJ或
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UI.結果

上に述べた方法で、まとめ，日本列島の中に 10の北限と 1つの小笠原田有種の境界線を設け

ると， 594種の日本産シダ槌物の分布域を大まかに把握することができる(第 1表)。

北線を 1-Xl第 1図)とすると，北から， 1…北海道石狩低1也市から日高山脈西部， II...奥

尻島から津軽海峡， III...秋田県西部から山形県南部，岩手県東部， 1V...新潟県北西部(佐渡ケ

島を含む)からi岐阜県西部，山梨県，関東平野北部， V...鳥取県日本海側から山陽，京都府南

部，伊豆半島，房総半島中南部， V1...山口県から徳島県剣/1/，紀伊半烏中南青15，VII...五島列

島から九州南端部，足摺岬， VIII...屋久島， IX.. 美大島付近， X…宮古島付近がそれぞれ相

当するの また小笠原諸島国有種の境界線は XIとなる。 これら I-Xの境界線に基づいて種数

の変動を第 1表に示した。

その仁1，で東南アジアから分布が続いており， 日本に北限をもっ種または世界的な広がりを

もっ種数は337で日本産シダ植物全体の 56.7%にあたる。 その内分けは， 北限として Xまで

分布する種は34種， IX ・55，VIII.・・52，VII...39， V1.・・48，V...30， IV".35， III"'14， II"'3， 

I・・・10，北海道北東音15)::)、北まで広がる広汎種は 17種となる(第 l表，第2図)。

一江1ム『IX 
X 

第2図 東南アジアから分布が続いている
シダ植物の積数変化

A-J， X-Iを北限とするグループとその種数
K，広i凡;種のグループとその種数
(各クノレ プに含まれる属名;土第 2表参照)。縦軸，

北限(第 1/玄i参照)
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第3図 墜久島以北 (A)，九州本ごと以北 (B)に

分布するシダ植物の種数変化

L-R， T -Y: VII-I (A)， VI-I (B)をそれぞれゴヒ阪

とするグループとその穏数。 S，Z， 日本iこ北限を
もたぬタノレープとその種~数(各グノレープの属名ば

第2表参照)。縦軸，北限(第 l区i参照)

屋久島以北にみられる種数は69(全体の 11.6%)で， VIIを北|浪とする種は 14種， V1 ・6，

V…7， 1V...6， III"'4， II…11， 1...5，それ以北まで広がっているものとしては 16種を数える

ことができる。(第 1表，第 3図 A)。

さらに九州本土以北に分布している種数は87(全体の 14.6%)で， 同様に北限と種数をあ

げると， V1...10， V…14， IV・・・18，III"'5， II...8， 1…5さらにそれ以北まで広がる種は27種

が知られている(第 1表，第 3区IB)。

これらの種数を合計すると，日本産シダ植物の約83%に相当する。残りの種類は，小笠原

諸島問有種，本州中部以北に分布するもの等が含まれる(第 1表)。日本産シタ1前物83%の種が

どの属に含まれるかを第2表に示す。
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18 

さらに，その内東南アジアから広がって日本列島に北限をもっ種名を下に幾っかあげる。

Xを北限とする種としては，イリオモテシャミセンズノレ，ヤブレカ、サウラボ、ン， ミミモチシダ

分布;域の類似性からまとめた分布団(第 2，3図参照)* 

シカ、、タシダ，スキヤクジャク等，

VI.・・ユノミネシダ，モエジマシダ，ハチジョウシ夕、、等， V...ナチシタ二

IV.・・マツパラン， カニグサ， イノモトソウきij'i， III..ウラジロ，

コウヤコケシノブ，イワガネソウ等， 1...イワヒパ，

VIII.・・コウシュンシ夕、，

ケホシダ等，

マツザカシダ，ホソパ

オオバノイノ

7
J
 

ホコシダ，

イヌイノモトソウ等，

VII...リュウキュウイノモトソウ，

コパザケシタ三IX...カンサエシワラビラ等，

カナワラビ等，

モトソウ，ベニシダ寺弘 II...クラマゴケ，

オニヤブソテツ等ハ北海道北東部まで広がっている広汎種は， イヌガンソワラビ，シノブ，

グトラノオシダ等である。
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IV.考祭

南北に細長い日本列島の中に 10の北限と 1つの限界線を設けることにより，日本産シダ植

物の分布域と種類数を大まかではあるが把握することができる。さらに日本のシダ横物の種数

の過半数は東南アジアから北のほうへ分布域の広がりをもっており，それらのほとんどが日本

の中に北限をもち，北へ向かうに従って顕著に種数が減少していることが解る。種数の減少{民

向をもう少し詳しく考察すると，東南アジアから分布する種の多くは，新潟県北西部から関東

平野北部において姿を消す傾向がみられる。屋久島以北にみられる種についても向様に北に進

むに従い種数の減少がみられるが，屋久島固有穣及び屋久島から九州南端部だけに分布する麓

が多いこと，また屋久島から津軽海峡にかけて分布している種が比較的多いことに気が付く。

九州本土以北に分布している種は， 新潟県北西部から関東平野北部において姿を消すものが

多く，北海道から樺太，カムチャッカ半島にかけて分布している謹が多いことが読みとれる。

いずれにしても日本産シダ植物は，緯度の増加に伴って著しい種数の減少が認められる。

それぞれの北限について考えてみると，堀田山)が指摘しているように植物の分布境界線

の中で東西方向に走っているものは環境要因のうち温度的なものが関係しているとすると，本

論文でまとめた10の北限 (I-X)のいずれもそれに相当する。 シダ植物の分布とi祖晶度の関連性
については，幾つかの解釈がある犯，29却9へまた吉良の温量指数1ロ弘山，113)

がみられることなどからシダ植物の分布に温度カがミ消カか、なり関係しているように考考-えられる。植物

の分布域を考える場合，現在の環境をとりあげても，その植物のたどった進化の過程，地史的

要因の影響を考慮に入れない限り解釈は困難である。 シダ楠物は比較形態山)，古植物学問な

どの裏付けにより， シルノL紀，デボン紀からその生殖法，維管束形態等をとどめている。とり

わけ生殖法，繁殖法について他の陸上植物(高等植物)と比較してみると，岩槻ら116)が述べて

いるように， 母株に大胞子(卵)をもち， 小胞子(花粉)との受精がなされない限り新しい世

代を倉IJり出す種子ができず，その種子が母株のまわりに落ちてわずかずつ生活域を拡大するも

のや，動物が実を運ぶといった複雑な種子分散過程を経る様な多くの高等植物とは異なって

いる。シダ植物の場合には， 小胞子(胞子)さえ風にのって分散されれば， 落下地点において

発芽し前葉体となり，造精，造卵器を形成し，受精すれば胞子体(シダと呼ばれる部分)が生

長し分布域を拡大できるわけで、ある。すなわち生活域の拡大と環境要因(温度，光，土壌など)

とのかかわり合いも高等植物の場合に比べより直接的であるから，高等植物の分布域に比べ，

シダ植物の分布域のほうがより環境を反映している可能性がある。

しかしシダ植物は胞子から前葉体，胞子体といった生活史のすべてが外環境にさらされ

ているが，それぞれの発育段階が受けとめる環境は著しく異なる。例えば，せいぜ、い 50，um程

の胞子が発芽し 1cm内外の前葉体が受けとめる環境は， 巨視的にとらえ得る平均気温， 最

低気温などで表わすことが国難で，そこでとらえなければならぬ環境は，胞子落下地点での地

温，水分条件といった微気候である。また胞子体となって胞子を分散する段階に至るには，日

射量，降水量，平均気温などによっても左右され得る。これらの環境要因においては，ヘゴ季|ー

を除くと，シダ植物の大半は林床植物，着性植物であるため，優先木の創り出す環境がより重
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要と思われる。 本論文で考察してきた 10の北限について考えてみても， 植物地理学上設けら

れた限界線に似ている併がある。 例えばIは石狩低地帯， IIはブラキストン線， VIはハマオ

モト線， IXは先島線など， IVは照葉樹林帯と温帯性落葉樹林帯の境界線とも考えることがで

きょう。し、ずれにしても，巨視的にみれば分布北限は温度によって支配されている可能性があ

る。 とりわけ東南アジアから分布が続いており， 日本に北限が見い出され，陽地(優先木の影

響の少ない所)に生育しているシダ植物は生活史のある時期， あるいは全生活史を通じて積算

温度の不足ないし低温によって生存の可否がきめられる可能性があると思われる。

著者らは一年の中でとりわけ越冬の前後の低祖とシダ植物の生活形態に着目して研究を進

めているが，先に述べた生活史上の段階，胞子体となった後の年齢(根茎で生き永らえている

もの)によって同じ温度でも異なった意味をもつものと思われる。 それらを考慮に入れつつ野

外観察や植え換え実験，無菌培養の研究をすすめることによってはじめて，シダ植物の温度に

対する適応形態さらには，分布におよぼす低温の影響などがより明らかになるものと思う。

V.摘要

1) 日本列島には約 600種のシダ植物が知られている。

2) 日本列島の中に 10の北限 (I-X)と1つの限界 (XI)を設けるとそれらの分布域を大まかに

把握することができるc

3) 分布傾向として，全体の 66.7%は東南アジアから分布が続いており， 26.2%は屋久島，九

州本土以北に分布している。

4) それぞれ緯度の増加につれて種数が著しく減少しており，減少傾向には特徴がある。

6) 10の北限のうち幾つかは植物地理学上の境界線と類似しており，又温度との関連性も示唆

している。

本論文をまとめるにあたり，文献及び標本を提供して下さった京都大学理学部植物学教室

分類学講座の方々並びに有益な御助言を与えて下さった堀田満先生に深く感謝致します。
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Summary 

Some 600 species of f巴rnand fern-allies occur in the Japanese archipelago. Most 

of the species of Japanese Pteridophyta range from the tropics in the southeast Asia， 

and others have their southern limits of natural ranges in Yakushima island and the 

southern Kyushu. 

A better und巴rstandingof the distributional pattεrns of J apanese Pteridophyta 

would be afforded by setting the ten northern boundaries and the Ogasawara one of 

their natural ranges (Fig. 1). 

Species of fern and fern-allies decreases remarkably in number with increasing 

latitude in the Japanese archipelago目 Thissuggests that low environmental t巴mpera-

ture itself appears to be one of the primary factor governing their northern natural 

ranges. 


